
氏名 上野　誠

・伝承論演習Ⅰ（前期）
・伝承論演習Ⅱ（後期）
・上代文学特論（前期）
・広域言語文化論（後期）

・上代文学演習Ⅰ（前期）
・上代文学演習Ⅱ（後期）
・上代文学演習Ⅲ（前期）
・上代文学演習Ⅳ（後期）

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

人事委員として、さまざまな人事の進行をスムーズに行うように、取り計らった。

ゼミナール形式の授業については、年々その運営が難しくなっているが、時間をかけて指
導をしたつもりである。達成できなかった点も多々あるので、次年度には、鋭意注力した
い。

宮中歌会始の陪聴者として参内し、その陪聴記を執筆した。また、令和に関わるさまざま
な放送で、解説を行なった。

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

授業科目

学部担当科目

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

令和　元　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

上代文学会理事、万葉学会編輯委員、
日本文学協会委員（1999-2002、2005～）、民俗芸能学会編集委員、
美夫君志会常任理事、古事記学会理事、国学院大学国文学会委員、
日本山岳修験学会評議員、吉野町町長特別参与

所属学会

最終学歴 1990年3月国学院大学大学院文学研究科博士課程後期単位取得満期退学（日本文学専攻）

博士（文学、文乙第7号）

万葉文化論の方法論の摸索、万葉挽歌の史的研究、折口信夫の方法論の再検討

万葉文化論

専門分野

　【研究上の特記事項】
万葉集に登場する渡来人と渡来文化について、基礎的資料の収集を行なった。2020年度中
には活字化するつもりである。

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目 ・神話伝承論（集中）

・国文学史Ⅰ（前期）
・文学（後期）
・神話伝承論（前期）
・基礎演習Ⅱ（一）
・国文学講読（一）（通年）
・演習Ⅰ（一）（通年）
・演習Ⅱ（一）（通年）

・世界遺産文学演習Ⅰ（通年）
・世界遺産文学演習Ⅱ（通年）
・実地見学・踏査Ⅰ（二）
・実地見学・踏査Ⅱ（二）
・実地見学踏査Ⅰ
・卒業論文（一）
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幻冬舎2019年4月

2019年7月
令和の解説を中心に、青少年に対し
て啓発を行なうための一般書。

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要著書､学術論文等の名称

②『体感訳　万葉集―令和に
読みたい名歌36―』

②

①

『万葉集』を通じて日本語に関する
感覚を磨くための一般書。

①『「令和」の心がわかる
万葉集のことば』

（著書）

2020年3月

ＮＨＫ出版

日本人の生死観を古典と個人的体験
を往復することによって一体化した
一般書。

國學院大學研究開発
推進センター編（責
任編集・阪本是丸）
『近代の神道と社
会』、弘文堂

2020年2月

研究業績[著書、学術論文等]

②

①

（その他）

⑧『万葉学者、墓をしまい母
を送る』

（学術論文）

②

（学会発表）

①折口信夫の自己定位―矢野
玄道歌への言及から―

折口信夫がどのように自らの学問を
位置づけ、そのなかでどのような発
信をしたかを明らかにした論文。

講談社

⑥上野誠著、花村えい子絵
『令和のこころ―万葉の世界
と梅花の宴―』

2019年10月 ミネルヴァ書房
『万葉集』を通じて日本語に関する
感覚を磨くための一般書。

⑦上野誠監修、花村えい子
絵、こどもくらぶ編『万葉集
から学ぼう　日本のこころと
言葉　古代の都』

2020年2月 ミネルヴァ書房
『万葉集』を通じて日本語に関する
感覚を磨くための一般書。

③『入門　万葉集』 2019年9月 筑摩書房
新しい切り口で『万葉集』を学ぶ中
高生に対して執筆された一般書。

⑤上野誠・蜂飼耳・馬場基
『万葉集であるく奈良』

2019年10月 新潮社
詩人、古代史研究者との共著によっ
て、『万葉集』の世界をわかりやす
く説いた一般書。

④監修・上野誠、マンガ・サ
ンドランチ『マンガでわかる
万葉集』

2019年10月 池田書店
マンガという媒体を通じて、『万葉
集』を学ぶ人々に対して執筆された
一般書。


